
令和３年度第２回電気専門部会（議事要旨） 

 

 

１ 日 時  令和３年10月６日（水） ９時59分～10時37分 

 

２ 場 所  山口地方合同庁舎２号館 ５階会議室 

 

３ 出席者  公益代表委員   ３名 

       労働者代表委員  ３名 

       使用者代表委員  ３名 

 

４ 議 題  

（１）金額審議について 

（２）その他 

 

５ 議事要旨 

（１）第２回の電気専門部会（注）の金額審議に入る前に、事務局から資料説明

を行った。 

（２）労働者側から以下のとおり主張がされた。 

・日本銀行下関支店が10月1日に公表した金融経済情勢や企業短期経済観測

調査結果をみると、電気の業況判断は「良い」とされている。業界に直接

携わる者からしても、「忙しい」といった実感があるので、使用者側も景

気が良くなったことについて共通認識を持ってもらいたい。 

・過去の状況をみると、同じ金属産業で働く鉄鋼や輸送は、地域別最低賃金

の引上げ額とほぼ同額を引き上げているので、この間、電気は大きく差を

つけられたままになっている。このため、電気も鉄鋼と輸送に近づくよう

に引き上げていかなくてはいけない。 

・対地賃比率を考慮しながら地域別最低賃金との優位性を確保する必要が

ある。このため、昨年の対地賃比率が1.0772％に対して、今年は1.0770％

の30円を提示したい。 

（３）使用者側から以下のとおり主張がされた。 



・令和３年８月末現在における全国中小企業団体中央会が実施した景況調

査によると、電気機器は令和３年５月以降プラスであったが、８月から半

導体等の部品不足と原材料高騰の価格影響が加わり、景況感は11.6ポイン

ト悪化し、前月比でマイナス23.6ポイントとなった。企業は利益を出すこ

とが難しい状況であり、事業者にとって経営に良くない影響を与える状況

である。 

・山口県の春季の賃上げ妥結状況、全国のCランクにおける電気と地域別最

低賃金のそれぞれのアップ額、そして、現在の他県の引上げ状況を踏まえ、

基本は908円、最大で916円までの金額を提示したい。 

（４）事務局から、今後の審議日程について説明を行った。 

 

 

注）電気専門部会の正式名称は、「山口地方最低賃金審議会 山口県電子部品・

デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金専門

部会」である。 

 
































